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複雑性尿路感染症16例 にMT-141を 投与し以下の成績を得た。

臨床効果は,著 効2例,有 効11例,無 効3例 で,有 効率は81.3%で あ った。

細菌学効果は,26株 中21株(81%)が 消失した。

副作用では,1例 にS-GOT,S-GPTの 一過性の上昇がみられたが,投 与終了後す ぐに正常値に

復した。

以上,本 剤の安全性,有 効性な らびに有用性が確認された。

MT-141は,明 治製菓中央研究所で研究,開 発された

新規半合成セファマイシソ系抗生剤で,化 学構造は次の

とおりである(Fig1)。

 Fig. 1 Chemical structure of MT-141

本剤は,グ ラム陽性菌,グ ラム陰性菌,嫌 気性菌に幅

広い抗菌スベクトルを有 し,in vitroの 抗菌力はCMZ

と同程度であるが,in vivoに おける抗菌活性に優れ,

ことに,K.pneumoniae,E.coli,Proteus,Serratia

などで良好な成績が得られている。

また,尿 中への排泄 も,他 のセファロスポ リン剤と比

較 して,遜 色ないことから,尿 路感染に対しても効果が

期待できるため,明 治製菓(株)よ り本剤の提供を受け,

複雑性尿路感染症患者に投与 し,臨 床的検討 を 行 な っ

た。

I. 対 象

昭和57年8月 か ら昭和58年3月 までの間に,徳 島大

学付属病院泌尿器科に入院していた患者の うち,複 雑性

尿路感染症を有していた16例 を対象 とした。

疾患の内訳は,腎 孟腎炎3例,膀 胱炎11例,前 立腺

床炎2例,基 礎疾患は,前 立腺癌5例,前 立腺肥大症4

例,腎 結石2例,膀 胱癌,膀 胱結石,膀 胱尿管逆流,神

経因性膀胱,尿 道狭窄が各1例 である。

年齢は,18歳 か ら90歳(平 均67歳)ま でで,男 子

13例,女 子3例 である。

また,MT-141皮 内反応試験は全例陰性であった。

II. 投 与 方 法

0.5gま たは1.0gを 朝夕2回,one-shot静 注(生 食

20mlに 溶解)あ るいは,点 滴静注(5%糖 液,生 食,

電解質液100～500mに 溶解)し,投 与日数は5日 間と

した。

III. 効果判定基準

総合臨床効果判定は,UTI研 究会の複雑性尿路感染症

に対する薬効評価基準 とその補遣に従い,こ の他に も,

発熱その他の自覚症状の推移を加味した主治医独自の判

定も行なった。

IV. 臨 床 成 績

1. 臨床効果

16例 中,著 効2例(13%),有 効11例(69%),無 効

3例(19%)で 有 効率は81.3%で あ った。

疾患別の有効率は,腎 孟腎炎は,3例 のうち,著 効1

例,有 効2例 で100%,膀 胱炎は11例 中,著 効1例,

有効8例,無 効2例 で82%,前 立腺床炎は2例 のうち

有効1例,無 効1例 で50%で あ った(Table1,2)。

疾患病態群の有効率は,単 独感染(7例)86%,混 合

感染(9例)78%で あ った(Table3)。

投与量別には,1日1.0g群 は,5例 中,有 効3例,無

効2例 で60%,1日2.0g群 は,著 効2例,有 効8例,

無効1例 で90.9%の 有効率であった。

2. 細菌学的効果

MT-141投 与前に複雑性尿路感染症16例 から分離さ

れた26株 中,消 失21株(81%),減 少1株(4%),不

変4株(15%)で あ った。

主な菌種についてみると,S.marcescensが6株 と最

も多く,4株(67%)が 消失 した。次いで,S.faecalis

は5株 中4株(80%)が 消失し,以 上,P.aeruginosa,

P.morganiiの 各3株 は,す べて消失し,E.coliの2株

も消失をみた(Table4)。

本剤投与後,新 たに出現した菌は10株 で,P.aerugi-
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Table 2 Overall clinical efficacy of MT-141 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of MT-141 classified by type of infection

Table 4 Bacteriological response

nosa 3株P.maltophilia
,E.cloacae 各2株,S.ma-

rcesces,S.faecalis,Candidaで あ っ た(Table5)。

Table 5 Strains appearing after MT-141 
 treatment in complicated UTI

V. 副 作 用

副 作 用 に つ い て は,自 ・他 覚 症 状 の 出 現 した ものは1

例 もな か った が,臨 床検 査 値 に お い て,症 例12で,S-

GOP(14→53),S-GPT(13→59)の 上 昇が み られ,本
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 Table 6 Laboratory findings

剤の影響であると確認されたが,本 剤投与終了2週 間後

には正常値に復した(Table6)。

VI. 考 按

MT-141は,7位 側鎖にメ トキシ基をもっcephamycln

系抗生剤で,ま たア ミノ酸を含むことが,in vivoに お

ける優れた効果を得るといわれている。

尿中への排泄の,他 のセフェム剤と比較して良好で,

8時間で約90%が 回収される。

したがって,わ れわれは,泌 尿器科領域の複雑性尿路

感染症に本剤を使用し,そ の評価を行なった。

臨床効果では,16例 中,著 効2例,有 効11例,無 効

3例で81.3%の 高い有効率を得た。この成績は全国集

計の58.5%に 比べると高率であるが,こ の原因は,カ

テーテル留置症例のUTI疾 患病態群の第1群(1例),

第5群(2例)の 症例が少なかったためであり,こ の点

を考慮すれば,諸 機関の成績 と遜色ないと考える。

また,対 象症例の選択に際しても,極 めて重症,重 篤

な患者を避け,本 剤の薬効評価が明確にできるよう心掛

け,術 前の患者,も しくは,経 尿道手術例(10例)が 多

いためと思われる。

しかし,細 菌学的には26株 中21株(81%)の 消失

を認めることは,MIC以 上にin vivoに おける抗菌活

性の強さを裏付ける結果であった。

一方,本 剤投与後の出現については10株 もみられた

ことは,主 治医による臨床的な切れ味の悪さの指摘を証

明する結果でもあ り,今 後 増量による検討 も必要であ

ると考える。

また,本 剤が弱いとされ て い るP.aeruginosa,S.

faecalisに おいては,3株 中3株,5株 中4株 と予想以上

の消失率を示したことは,高 い尿中排泄率によるものと
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推察され興味ある結果であった。

副作用については,1例 にS-GOT,S-GPTの 一過性

の上昇がみられたが,そ の他には自・他覚的に何ら憂慮

すべきものは認められなかった。

以上,泌 尿器科領域の複雑性尿路感染症16例 にMT-

141を 投与し,そ の安全性,有 効性,な らびに有用性を

確認することができた。
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 MT-141 was administered to 16 patients diagnosed as cases of complicated urinary tract infections, 
and the following results were obtained. 

 The evaluation of the clinical efficacy showed 2"excellent" cases, 11"good" cases and 3 "poor" 
cases. The "good" or greater efficacy rate was thus 81.3%. 

 Bacteriologically, 26 bacterial strains were identified as causative organisms, and the MT-141 
therapy resulted in 21 (81%) of those strains being eliminated. 

 With regard to side effects of the therapy, the S-GOT and S-GPT values were found to be tem-

porarily elevated in one patient. However, these values returned to their normal ranges immediately 
after the completion of the drug therapy. 

 Based on the above confirmations of the efficacy and safety of MT-141, it is concluded that this 
antibiotic is a useful drug for the treatment of urinary tract infections.


